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今月の主な内容

■町保健福祉計画の概要

■直撃インタビー

“
しべつ
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てどんなまち?!

■人 ズ ームアップ
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日と健康相談 ・検診日程は、P1 6 1∃

!記準鶏範挫球健士髪泰帯i緑軽脳露運!築!!

5月 20日 、町植樹祭が行われ、標津・古多線の

町有地にシラカバなどの苗木3,200本 を植えま
した。

この国は、北標津小中学校児童生徒も参力B(写

真)し 、「豊かな緑を21世 紀に」と、みんな仲良
くていねいに 1本 1本植えていました。
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超高齢 隊穏¥と備えて

して暮らせる社会に

町の保健福祉計画を作りました

をもち

わ
が
国
は
、

今
や
平
均
寿
命
八
十
年

と
い
う
世
界

一
の
長
寿
国
に
な
り
、

二

十

一
世
紀
に
は
、

国
民
の
約
四
人
に

一

人
が
六
十
五
歳
以
上
と
い
う
超
高
齢
化

社
会
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
は
、

西
暦
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
取

り
組
む
べ
き
保
健
福
祉
な
ど
の
事
業
実

施
の
た
め
、

十
力
年
計
画
を
策
定
し
強

力
な
事
業
推
進
を
図

っ
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、

西
暦
二
①
①
Ｏ

年
に
は
、

六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り

の
人
口
が
平
成
二
年
度
の
国
勢
調
査
と

比
較
し
約
二

・
一
倍
の
九
百
九
十

一
人

（全
体
の
十
四

上
二
％
）
に
な
る
と
予
測

さ
れ
ま
す
。

高
齢
化
社
会
の
対
応
の
た
め
、

昭
和

六
十
二
年
度
に
、

全
町
民
が
生
涯
に
わ

た
り
健
康
で
生
き
が
い
を
持

っ
て
生
活

で
き
る
よ
う
な
、

魅
力
と
誇
り
に
満
ち

た
地
域
社
会
を
創
造
す
る
た
め

「健
康

と
福
祉
の
村
」
整
備
構
想
を
策
定
し
、

拠

点
エ
リ
ア
の
整
備
と
保
健

・
医
療

・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
多
く
は
、

で
き
る
だ
け
住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
を
望
ん

で
お
り
、

今
後
こ
れ
を
支
援
す
る
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
急
務
と
な

っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、

将
来
必
要
と
さ

れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

高

齢
者
の
実
態
調
査
、

老
人
ク
ラ
ブ
、

寝

た
き
り
老
人
、

介
護
者
な
ど
の
意
見
を

取
り
入
れ
、

国
の
計
画
に
基
づ
い
て
平

成
十

一
年
を
目
標
年
度
と
し
て
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

今
後
こ
の
計
画
の
実
現
を
図

っ
て
い

き
ま
す
。

以
下
、
こ
の
計
画
の
各
種

サ
ー
ビ
ス
の
目
標
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



1聾斑車羊景

1970塗F 1980年  1990年

1室冒i81:舛
20

/_   115

器革i醸i

〈老

年

人

口

割

合
）

‐

‐

‐

，
一

‥

，

‐

ｔ

ｉ

】１

１

１

，

‐

「

ｉ

‥

，

―

一１

１

１

‐

‐

この表は、現在の当町の人□や高齢者の占める割合

とその内訳を表し、将来 (平成12年)ど のように増える

かを予測したものです。

注)① 現況の総人□及び65歳以上の人□は、国勢調査

(平成2年 )に よるものです。

② 「寝たさり」と「衰弱」の高齢者数は実態調査を

もとに推計したものです。

③ 「痴ほう性」の高齢者数は国の出現率をもとに

推計したものです。
|― 本町の老年人口割合

人

口

l l l l 総人 口

国  高 齢者人日(内数)

く打膨者も増えてぃるデイサービス

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
お
年
寄
り

が
い
る
家
庭
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派

遣
し
て
、

介
護
や
家
事
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

現
在
十
七
人
を
対
象
に
週

一
回
か
ら

二
回
訪
問
し
て
い
ま
す
。

要
介
護
老
人

（寝
た
き
り

・
痴
ほ
う
）
は
週
三
回

公
二

十
五
人
）
、

衰
弱
老
人
は
週

一
回

企
ハ
十

二
人
）
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

シ

ョ
ー

ト

ス

テ

イ

寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
性
な
ど
の
お
年

寄
り
の
い
る
家
庭
の
人
が

一
時
的
に
介

護
で
き
な
く
な

っ
た
時
に
、

お
年
寄
り

を
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
ま
な
す
苑

に
短
期
間
お
預
り
し
ま
す
。

要
介
護
老
人
は
、

年
六
回
、

衰
弱
老

人
は
、

年
二
回
利
用
で
延
べ
六
十
六
日

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

デ

イ
サ
ー
ビ

ス

身
体
の
弱
い
、

又
は
寝
た
き
り
で
、

家

に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
方
を
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ヘ
バ
ス
で
送
迎
し
、

入

浴

・
食
事

・
健
康
チ

ェ
ッ
ク

・
日
常
動

作
の
訓
練
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま

す
。要

介
護
老
人
は
、

週
三
回
、

衰
弱
老

人
は
、

週
二
回
利
用
で
延
べ
三
千
五
百

一
人
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

入
浴
サ
ー
ビ
ス

寝
た
き
り
で
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン

タ
ー
ヘ
通
所
で
き
な
い
高
齢
者
を
対
象

に
、

在
宅
で
入
浴
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。

現
在

六
人
が
週

一
回
実
施

し
て
い
ま
す
が
、

今

後
対
象
者
が
増
加
す

る
と
考

え

ら

れ

ま

す
。

問

サ
ー
ビ

ス

訪

問

サ

ー
ビ

ス

は
、

独
居
高
齢
者
に

対
し
毎
日
乳
酸
飲
料

を
届
け
な
が
ら
訪
問
し
、

励
ま
し
や
勇

気
づ
け
な
ど
の
声
か
け
を
行
い
健
康
状

態
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

現
在
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
は
、

五
十
四
人
で
す
が
今
後
高
齢
者
の
増
加

に
よ
り
対
象
者
が
増
加
す
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

電
話
サ
ー
ビ
ス

訪
問
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
し
な
い
人
と

標
津
、

川
北
市
街
以
外
の
方
に
対
し
て

は
、

電
話
に
よ
る
安
否
確
認
や
、

悩
み

ご
と
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

現
在
十
人
で
す
が
今
後
高
齢
者
の
増

加
に
よ
り
対
象
者
が
増
加
す
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

保健福祉計画の概要

標津町の高齢者人日の推計

区 分 現 況 平 成 1 2 年

総  人  □ 6,855人 6,938人

65才 以上の人 865人

(全体の12.6%)

991人

(全体の14.3%)

1 寝たきり老人 59人 67人

L邸 !まう老人 5人 6人

1 衰 弱 老 人 67メ、 76人



保健福祉計画の概要 単報韓i華韓出ヽ
一

日
常
生
活
用
具
の

目
標
と
し
ま
す
。

給
付

・
貸
与

健

康

教

育

高
齢
者
の
生
活
援
護
を
行
う
た
め
特

殊
寝
台
、

特
殊

マ
ッ
ト
、

入
浴
補
助
具

な
ど
の
給
付
、

貸
与
を
行

っ
て
い
ま
す
。

緊
急
通
報
設
備
は
、

独
居
で
病
弱
、

身

体
の
不
自
由
な
高
齢
者
な
ど
の
事
故
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
、

隣
人
の
協

力
の
も
と
消
防
署
と
電
話
回
線
で
結
び

緊
急
時
に
備
え
る
も
の
で
す
。

器
具
を

無
料
設
置
し
貸
与
し
て
い
ま
す
。

現
在
五
十
台
を
設
置
し
て
い
ま
す
が

不
足
分
に
つ
い
て
引
き
続
き
設
置
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

健

康

診

査

病
気
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
の
た

め
基
本
健
康
診
査

・
胃
が
ん
検
診

・
子

宮
が
ん
検
診

・
肺
が
ん
検
診

・
乳
が
ん

検
診
で
、

年
間
延
べ
二
千
五
人
が
受
診

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
三
千
二
百
人
を

年
間
九
十
九
回
行

っ
て
い
ま
す
が
、

百
三
十
八
回
を
目
標
と
し
ま
す
。

で
き
る
だ
け
日
常
生
活
の
動
作
を

一

人
で
で
き
る
よ
う
に
、

手
や
足
な
ど
の

機
能
を
回
復
さ
せ
る
た
め
の
指
導
を
平

成
四
年
度
で
延
べ
十
四
人
行

っ
て
い
ま

す
が
八
十
人
を
目
標
と
し
ま
す
。

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

健

康
相
談
、

健
康
教
育
、

健
康
診
査
な
ど

の
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
行
う
と

養
護
老
人
ホ
ー
ム

と
も
に
お
年
寄
り
の
各
種
相
談
、

健
康

の
増
進
、

教
養

の
向
上
及
び
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
平
成
八
年
度

に
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

在
宅
看
護
支
援
セ
ン
タ
ー

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
の
相
談
、

指
導
な
ど
を
二
十
四
時
間
体
制
で
対
応

す
る
施
設
と
し
て
整
備
を
図
り
ま
す
。

入
所
者
の
必
要
に
応
じ
て
道
内
の
既

存
施
設

へ
の
措
置
を

し
て
い
き
ま
す
。

特

別

養

護

老
人
ホ
ー
ム

特

別

養

護

老

人

ホ
ー
ム
の
町
内
の
入

所
者
は
、

現
在
は
ま

な
す
苑

で
二
十

八

人
、

他
町
の
養
護
老

人
ホ
ー
ム
ヘ
の
入
所

者
六
人
の
計
三
十
四

人
で
す
が
、

国
は
施

設
整
備
か
ら
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
ヘ
方
針

を
転
換
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す

。
在
宅

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
よ
り
二
十
五
人
を
　
４

目
標
と
し
ま
す
。

老
人
福
祉
施
設

病
状
の
回
復
期
、

安
定
期
に
あ
り
、

看

護
や
医
学
的
管
理
下
の
介
護
及
び
リ

ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
医
療
ケ
ア
、

日
常
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
自
立

を
支
援
し
家
庭

へ
の
復
帰
を
目
指
す
施

設
と
し
て
圏
域
内
で
の
整
備
が
必
要
で

す
。

高

齢

者

住

宅

一高
齢
あ
る
い
は
身
体
機
能
の
低
下
の

た
め
、

独
立
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
困

難
な
お
年
寄
り
に
、

一嵐
齢
者
向
け
公
営

住
宅
の
建
設
を
進
め
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ

ス

今
後
要
介
護
老
人
、

衰
弱
老
人
の
増

加
に
よ
り
現
行
の
二
人
を
六
人
に
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

司ll

訪

問

才旨

家
庭
で
寝
た
き
り
な
ど
の
人
の
た
め

に
、

保
健
婦
や
栄
養
士
な
ど
が
訪
問
し

て
、

本
人
や
家
族
に
療
養
や
看
護
方
法

の
指
導
を
行
い
ま
す
。

現
在
延
べ
二
百
九
十
人
に
行

っ
て
い

ま
す
が
四
百
十
八
人
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。老

人
訪
問
看
護

看
護
を
必
要
と
す
る
お
年
寄
り
の
家

庭
を
看
護
婦
が
訪
問
し
ま
す
。

二
百
三
十
七
人
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。

）

筋
養蕃
人ホム
「聾
はま事
警

じ
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老
人
訪
問
看
護
を
実
施
す
る
た
め

人
必
要
と
な
り
ま
す
。

保
健
業
務
の
増
加
に
よ
り
現
行
の
四

人
を
五
人
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

栄

養

士

訪
問
栄
養
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め

現
行
の

一
人
を
二
人
に
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員

セ
ン
タ
ー
設
置
に
伴
い
、

保
健
婦
や

介
護
福
祉
士
な
ど
各

一
人
が
必
要
に
な

り
ま
す
。 保

婦 婦

相
談
体
制
の
強
化

サ
ー
ビ
ス
の
相
談
か
ら
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
に
い
た
る
長
期
的
な
対
応
が
必
要
な

た
め
、

職
員
の
専
門
化
を
図
り
相
談
体

制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

情
報
提
供
の
確
立

各
種
サ
ー
ビ
ス

・
手
当
な
ど
の
周
知

を
徹
底
す
る
た
め
冊
子
な
ど
を
各
戸
に

配
布
す
る
と
と
も
に
、

民
生
委
員
・老
人
相
談
員

な
ど
の
協
力
を
得
て
情

報
提
供
に
努
め
ま
す
。

／

施
し
ま
す

、

保
健

・
医
療

・
福
祉
の
連
携
に
よ
り

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
体
制
を
確

立
す
る
と
と
も
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
・

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
な
ど
の
活
動
に
社

会
福
祉
基
金
を
有
効
に
活
用
し
支
援
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る

生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
長
寿
社
会

を
目
指
す
た
め
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
、

趣
味
活
動
、

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

就

業
の
場
を
確
保
す
る
シ
ル
バ
ー
勤
労
会

な
ど
の
従
来
か
ら
の
事
業
を
よ
り
充
実

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、

健
康
な
高
齢
者
が
、

高
齢

者
の
た
め
に
行
う
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

の
強
化
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

一向
齢
者
の
社
会
参
加
活
動
を
促
進
し
、

住
み
や
す
い
町
づ
く
り
を
す
す
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

利
用続

き
の

改
善

播華i覇

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
手

続
き
簡
素
化
を
図
り
ま

す
。

サ
ー
ビ
ス
が
緊
急

に
受

け
ら
れ

る
よ
う

「利
用
登
録
制
度
」
を
実

:鱗

携霧影

保健福祉計画の概要



知づているようで電騨鞍口らない 自分たちのまち

◆今回インタビューに

答えてくれたのは…

『冨 田 誠』さんです
〓鳩ケ丘町=

tt円騨印印鞘|

―
―

″し
べ
つ
″
に
来
て
、

最
初
の
印

象
は
？

集
落
が
ま
と
ま

っ
て
い
て
、

人
口
の

割
り
に
は
、

ま
ち

っ
ぽ
い

″ま
ち
″
だ

と
思
い
ま
し
た
。

―
―
実
際
に
住
ん
で
み
て
、

ど
う
で
す

か
？し

べ
つ
の
人
は
皆
さ
ん
親
し
み
や
す

い
方
ば
か
り
で
す
ね
。

ゴ
ル
フ
や
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、

町
民
の
方
々
と
気

軽
に
お
付
き
合
い
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い

ま
す
。
、

）

―
―

″じ
べ
つ
″
は

「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま

ち
」
を
宣
言
し
て
い
ま
す
が
、

ス
ポ
ー

ツ
に
関
し
て
何
か
ご
意
見
は
？

私
も
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
で
す
。

ス

ポ
ー
ツ
の
ま
ち
ら
し
く
、

体
育
施
設
は

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

各
種
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
も
が
ん
ば

っ
て
い
る
。

た
だ
思
う
こ
と
は
、

施
設
が
意
外
と

有
効
に
使
わ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。

ほ
か
の
ま
ち
で
よ
く
耳
に
す
る
が
、

体
育
館
な
ど
の
場
所
の
確
保
は
、

奪
い

合
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

も

っ
と
近
所
の
方
な
ど
誘

っ
て
、

気

軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
は
ど
う
か
。

舞
を
鸞
却

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま

す
か
？

今
年
、

川
北

の
冬
ま

つ
り
に
行
き
ま

し
た
が
、

最
高

で
し
た
ね
。

司
会
者
も

う
ま
か

っ
た
で
す
よ
。

町
民
挙
げ

て
の

参
加
、

協
力
と
盛
り
上
が
り
が
あ
り
ま

し
た
。帥蜘一帥̈即一劇̈側脚”剛！呻帥”

繋聾

輯

●生まれ/愛 媛県

●前住所/岡 山県

●平成5年 3月 、標津町民となる

0勤 務先/陸 上自衛隊

即穐窪属転揮昭剰
●年齢/40歳

●経歴など

1976年 防 衛大学卒業後、自衛官になる。

現在、奥さんと子供3人 の5人家族。

趣味はスポーツ。



外から見た`しべつ、は…?

しく
IRほおつた

― 宮

）

夏
の
イ
ベ
ン
ト
も
い
ろ
い
る
と
単
発

的
に
あ
り
ま
す
が
、

分
散
さ
せ
な
い
で

何
日
か
、

ま
と
め
て
実
施

（例
え
ば

一

週
間
と
か
）
し
て
は
ど
う
か
。

そ
う
す

れ
ば
、

協
力
す
る
側
も
楽
だ
ろ
う
し
、
も

っ
と
盛
り
上
が
る
は
ず
で
す
。

ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
に
当

っ
て
は
、

学
校
な
ど
の
各
種
行
事
と
重

な
ら
な
い
よ
う
に
調
整
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

せ

っ
か
く
担
当
者
が
苦
労

し
て
い
る
の
だ
か
ら
…
。

―
―
観
光
に
関
し
て
は
ど
う
で
す
か
？

道
東
に
は
大
自
然
が
あ
り
、

観
光
客

も
数
多
く
訪
れ
て
い
ま
す
。

し
べ
つ
は
、

現
在
観
光
の
通
過
地
点

と
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

目
指
す

と
こ
ろ
は

「人
を
泊
ま
ら
せ
る
」
こ
と

に
な
る
と
思
う
。

通
過
地
点
で
あ
き
ら

め
き

っ
て
い
る
の
か
？
。

せ

っ
か
く
人

が
、

た
く
さ
ん
来
て
い
る
の
だ
か
ら
、
も

っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。

―
―
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
は
ど
う
で
す

か
？サ

ー
モ
ン
パ
ー
ク
は
、

実
に
す
ば
ら

し
い
施
設
で
す
。

よ
く
お
客
さ
ん
を
案

内
し
て
、

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、

遠
く
か
ら
来
た
人
に
は
場
所

が
わ
か
り
づ
ら
い
で
す
ね
。

案
内
標
示

板
も
小
さ
い
も
の
が
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
が
か
え

っ
て
わ

か
り
づ
ら
く
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
も

っ
と
大
き
な
標
示
板
を
何
力
所

か
に
設
置
す
べ
き
で
は
？
そ
う
す
れ
ば
、

た
ま
た
ま
通
り
か
か

っ
た
観
光
客
も
日

を
引
い
て
、

足
を
運
ぶ
こ
と
に
な
る
と

思
う
が
。

ま
た
サ
ー
モ
ン
科
学
館
の
資
料
の
多

さ
に
は
、

び

っ
く
り
し
ま
し
た
よ
。

欲

を
言
え
ば
子
供
は
魚
に

「触
れ
た
い
、

取

り
た
い
」
な
の
で
、
こ
れ
が
満
た
さ
れ

た
ら
と
思
う
の
で
す
が

（漁
業
権
の
問

題
も
あ
り
難
し
い
が
）
。

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
ん
な
に
す
ば
ら
し

い施設を俵だから、

Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
す
ね
。

体
育
施
設
に
比
べ
て
、

文
化
施
設
の

整
備
が
遅
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

何
人
か
集
ま

っ
て
気
軽
に
趣
味
を
楽
し

め
る
よ
う
な
施
設
が
あ
れ
ば
い
い
で
す

ね
。そ

れ
か
ら
、

子
供
た
ち
が
自
由
に
遊

べ
る
場
所
が
市
街
地
に
ほ
し
い
で
す
ね
。

た
と
え
ば
、
し
べ
つ
特
有
の
風
の
強

さ
を
利
用

（悪
い
気
象
条
件
を
逆
手
に

と
る
）
し
て
、

風
車
を

つ
く
り
、
こ
の

動
力
を
何
か
に
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

″し
べ
つ
″
の
ま
ち
は
潜
在
能
力
が

あ
る
の
で
、

観
光
や
産
業
に
し
て
も
、

ど

こ
に
ポ
イ
ン
ト
を
お
い
て
進
め
る
か
が

重
要
で
あ
り
、

や
り
方
次
第
で
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

|
サ

ま

ち

づ

く

は
聞

い

い
た
が
、

昨

で
）
と
は

サ

ケ

ま 町

だ
か
ら

津
の
サ

を
と

に

か
く
食

て
よ
ｙ
り

わ
な
く

は
。

都

巻
ザ
ケ

万
円
も

便
局
な

会

で
は

一
本
で

す
る
。

ど

と

携

し

て

「
安

い

」

、

　

う

ま

も

た

を
消
費

っ
て
焼

で
加
工

一
本
ご

こ

ヾ

い

の

で

。

―
―

″し
べ
つ
″
に
望
む
こ
と
は
？

留撞デ″
な 高 ケ に

たた塔語
急あ桑景
撃 が れ を 1 を果曾Rた
でt るヽ 名 1 笑顔で答えてくれた冨日さん | だだ査壱増ど
忌 ↓ど ; 元  と

一二百二
|こ千

1こ二―‐_と1■二rご工とと__|  ′ち
 全 と 寄 授?  わ

が ぞ ッ措サ 玉
卒 画  だ

笑↓まメ窃ケt慶 垂十二鋸キ果孝女拓 幕 :

iをた寵お 患黍 f

都
会

づ
も

っ

と

も

っ
と

このコーナーの登場人物

を募集 しています。

自薦他薦を問いません。
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開
基
七
十
周
年
記
念
碑
の
除
幕
式
の
模
様

町
内
の
茶
志
骨
地
区
が
開
基
七
十
周

年
を
迎
え
、

五
月

一
日
に
記
念
碑
の
除

幕
と
式
典
が
茶
志
骨
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
行
わ
れ
、

出
席
者
は
先

人
の
苦
労
を
し
の
び
、

今
後
の
同
地
区

の
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

同
地
区
は
、

大
正
十
三
年
に
北
海
道

補
助
移
民
と
し
て
二
十
四
戸
の
入
植
か

ら
は
じ
ま
り
、

昭
和
は
じ
め
の
凶
作
、

第

二
次
大
戦
を
経
て
、

第
二
次
農
業
構
造

改
善
事
業
で
大
規
模
酪
農

へ
移
り
か
わ

り
、

現
在
の
酪
農
地
帯
を
築
き
ま
し
た
。

こ
の
日
の
式
典
に
は
、

地
区
の
町
民

や
町
、

町
議
会
、

農
協
関
係
者
ら
約
百

人
が
出
席
。

記
念
事
業
を
主
催
し
た
実

行
委
員
会
の
竹
野
武
美
委

員
長
は
、

先
人
の
労
を
し

の
び

「
二
十

一
世
紀
に
向

け
、

よ
り
豊
か
な
郷
土
建

設
に
努
め
る
」
と
述
べ
、

こ
の
あ
と
、

大
正
十
三
年

に
最
初
の
入
植
者
と
し
て

こ
の
地
の
開
拓
に
従
事
し

た
渡
辺
キ
セ
さ
ん

（八
九

才
）
を
は
じ
め
、

同
地
区

の
発
展
に
貢
献
し
た
功
労

者
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

式
典
に
続
い
て
、

祝
賀

会
が
行
わ
れ
、

現
在
の
同

地
区
を
築
い
た
人
々
に
感

謝
し
て
い
ま
し
た
。

）
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先人の苦労 しのび

記 念 式 典

豊
か
な
緑
を
２‐
世
紀
に
！

卜

一
本

一
本
、

て
い
ね
い
に
シ
ラ
カ
バ
を
植
え
る
児
童
ら

′▲表彰状を手に喜びの国村さん
V′

(右)と 清野根室支庁長

Ω

一一“一

Ω

＝”

塁

一一一一一一一一一一一一

盆
部

遇
冊

轟革
一一一一一一一一一一一一一一

髄”認鞘熊ヽ
植
】襲
中

町
“襴
打

昭
和
四
十
八
年
か

ら
二
十

一
年
間
に
わ

た
り
道
鳥
獣
保
護
員

を
務
め
、

今
年
三
月

末
で
離
任
し
た
田
村

豊
さ
ん

（七
二
才

・

南
古
多
糠
）
が
道
社

会
貢
献
賞

（野
生
鳥

獣
保
護
功
労
）
を
受

賞
し
、
こ
の
ほ
ど
根
室
支
庁
で
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

田
村
さ
ん
は
、

酪
農
業
の
傍
ら
町
内

一
円
の
動
植
物
の
保
護
は
も
と
よ
り
、

公
共
施
設
の
破
損
状
況
の
監
視
活
動
な

ど
、

広
い
範
囲
に
わ
た

っ
て
自
然
環
境

の
保
全
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

伝
達
式
で
は
清
野
根
室
支
庁
長
が
田

村
さ
ん
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
手
渡
し

た
後
、

長
年
に
わ
た
る
自
然
と
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
懇
談
し
、

労
を
ね
ぎ
ら

い
ま
し
た
。

田 村

豊 さん

天
候
に
恵
ま
れ
た
五
月
二
十
日
、

町

と
標
津
営
林
署
主
催
の
町
植
樹
祭
が
標

津
地
区
と
古
多
糠
地
区
の
町
有
地
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
約
三
百
五
十
人
。

標

津
地
区
で
は
北
標
津
小
中
学
校
や
標
津

中
学
校
の
児
童
生
徒
、　

一
般
町
民
ら
が

シ
ラ
カ
バ
二
千
二
百
本
を
、

古
多
糠
地

区
は
漁
協
婦
人
部
と
役
場
職
員
が
ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
千
本
を
植
え
ま
し
た
。

ま
た
、

漁
協
婦
人
部
と
役
場
職
員
は

八
十
八
年
か
ら
植
樹
祭
に
参
加
し
て
お

り
、

同
地
区
に
毎
年
植
樹
し
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
児
童
生
徒
ら
は
、

ス
コ
ッ

プ
で
穴
を
掘
り
、

苗
木
を
て
い
ね
い
に

一
本

一
本
、

植
え
て
い
ま
し
た
。

児童生徒、町民ら350人 が参加
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「糠
津
絶
成
鶴
」
が
地
鐘
襲

魚
箱
な
ど
発
泡
ス
テ
ロ
ー
ル
箱
を
生
産工事の安全を願い鍬入れをする

宮日社長

門期締麟ヌ翻附け

大
手
総
合
化
学
メ
ー
カ
ー
「鐘
淵

（か

ね
が
ふ
ち
）
化
学
工
業

（本
社

・
大
阪
、

舘
糾
＝
た
ち

・
た
だ
す
＝
代
表
取
締
役

社
長
、

資
本
金
三
百
億
円
）
が
町
内
に

設
立
し
た
現
地
法
人

「
標
津
化
成
働
」

（宮
田
勇
代
表
取
締
役
社
長
）
の
建
設
す

る
工
場
、

地
鎮
祭
が
、

四
月
二
十
五
日

桜
木
町
の
建
設
現
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

鐘
淵
化
学
工
業
は
、

す
で
に
町
内
に

発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
箱
の
配
送
基
地
を
設

け
、

近
隣

へ
水
産
物
な
ど
の
容
器
の
販

売
業
務
に
当

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

製
造
工
場
が
恵
庭
市
森
町
で
、
こ
こ
か

ら
輸
送
し
て
い
る
た
め
、

コ
ス
ト
低
減

と
道
東

へ
の
販
路
拡
大
を
目
指
し
、

道

東
地
区
の
拠
点
と
し
て
、

現
地
法
人
を

設
立
、

工
場
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

工
場
の
規
模
は
、

鉄
骨
造
り
平
屋
建

て
千
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
。

社
員
は
当

初
十
人
で
、
こ
の
う
ち
九
人
は
町
内
や

近
郊
か
ら
の
地
元
採
用
と
な
り
、

十
月

に
操
業
を
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

地
鎮
祭
に
は
、

標
津
化
成
の
宮
田
社

長
を
は
じ
め
、

鐘
淵
化
学
工
業
関
係
者
、

小
田
桐
町
長
や
荒
谷
町
議
会
議
長
、

建

設
に
当
る
鴻
池
組
関
係
者
ら
二
十
五
人

が
出
席
し
、

鍬
入
れ
や
玉
串
奉
典
を
行

い
、

工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

式
典
後
に
あ
い
さ

つ
に
立

っ
た
宮
田

社
長
は

「道
内
三
カ
所
目
の
生
産
拠
点

と
な
る
工
場
建
設
は
長
年
の
願
い
で
し

昨
年
発
足
し
た
標
津
お
や
こ
劇
場

（椎
久
真
理
子
代
表
）
主
催
の

一
人
芝
居

「鮭
の
子
さ
す
け
」
公
演
が
、

五
月
十
日

午
後
六
時
か
ら
、

薫
別
集
落
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、

親
子
連
れ
な
ど
約
百
人
が

会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

サ
ケ
を
題
材
に
し
た

演
劇
だ
け
に
、

サ
ケ
の

帰
る
川
の
す
ぐ
そ
ば
の

会
場
で
開
こ
う
と
、

あ

え
て
市
街
地
か
ら
離
れ

た
同
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
し
ま
し
た
。

同
劇
場
の
会
員
を
中

た
。

よ
り
良
い
製
品
を
早
く
提
供
す
る

と
と
も
に
地
域
に
愛
さ
れ
、
と
も
に
発

展
す
る
よ
う
努
め
る
」
と
述
べ
、

小
田

桐
町
長
も

「
工
場
建
設
は
町
民
に
と

っ

て
も
大
き
な
喜
び
、

さ
ら
に
社
員
に
つ

い
て
も
地
元
に
配
慮
し
て
い
た
だ
き
感

謝
す
る
」
と
あ
い
さ

つ
し
て
い
ま
し
た
。

｝

心
に
、

薫
別
の
地
域
を
挙
げ
て
準
備
を

進
め
、

当
日
も
駐
車
場
は
同
地
区
の
青

年
部
、

受
付

・
司
会
は
同
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
、

ま
た
公
演
前
に
は
薫
別
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

の

「鮭
の
昔
ば
な
し
」
で
三
船
義
雄
さ

ん
ら
も
登
場
す
る
な
ど
、

子
供
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
が

一
体
と
な

っ
て
の
熱
の

入
れ
よ
う
。

会
場
を
訪
れ
た
子
供
た
ち
は
、
こ
の

辺
で
は
珍
し
い
生
の
迫
力
あ
る
芝
居
に

く
ぎ
づ
け
。

ま
た
、
こ
の
後
、

サ
ー
モ

ン
科
学
館
の
市
村
学
芸
員
か
ら

「鮭
の

お
は
な
し
」
も
あ
り
、

興
味
深
げ
に
聞

き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

同
劇
場
の
椎
久
代
表
は
、

パ
「回
の
公

演
は
本
当
の
意
味
で
の

〃お
や
こ
劇
場

″
と
な

っ
た
。

今
後
も
ほ
か
の
地
区
で

も
公
演
を
開
く
の
で
、

親
子
、

お
じ
い

ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ら
と

一
緒
に

来
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

〈親
子
劇
場
次
回
公
演
〉

劇
団
さ

っ
ぽ
ろ

「
む
か
し
も
の
が
た

り
」

七
月
十
七
日

（日
）

開
演
午
後

二
時
～
川
北
公
民
館

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、

藤
本
さ
ん

（ａ

２
１
２
５
４
０
）
ま
た
は
、

吉
田
さ
ん

（
ａ
５
１
２
２
０
５
）
ま
で
。

申購静
徒
一捌
揚
洋
悌
一ほ
胎
権
静

子
供
向
け
の
演
劇
や
人
形
劇
、

コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
の
誘
致
を
目
的
と

し
た
会
。

子
供
た
ち
が
文
化
を
通

し
て
心
豊
か
に
育

っ
て
ほ
し
い
と

言
う
願
い
か
ら
、

一
九
六
六
年
に
九

州
福
岡
県
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
手

に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
、

現
在
は
約

五
十
三
万
人
の
会
員
を
抱
え
る
全

国
組
織
で
す
。

北
海
道
で
は
三
十
六
市
町
、

四
十

七
カ
所
の
地
域
に

″劇
場
″
が
あ

り
、

各
地
で
積
極
的
な
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

鱒|1願識誌め附
▲伊藤文悟氏演じる芝居 (左上)に くぎづけの子供たち

「鮭の子さすけ」

畿馳督…Å繊闘

―地域が一体となり
盛り上がる一

公演

1艦i繍、鈴:韻窯鳥:劇蒻1鱗|



卜
五
月
三
日
、

サ
ケ
の
稚
魚
体
験
放
流
で
お
手

伝
い
す
る
デ
ィ
ク
ソ
ン
場
長

（左
）
と
ブ
ロ

ア
ー
場
長

標
津
サ
ー
モ
ン
科
学
館
と
姉
妹
館
提

携
を
結
ん
で
い
る
カ
ナ
ダ
の
キ
ャ
ピ
ラ

ノ
ふ
化
場
の
ロ
ビ
ン

・
デ
イ
ク
ソ
ン
場

長
と
、

ナ
チ
ナ

ッ
ト
川
ふ
化
場
の

ロ

バ
ー
ト

・
ブ

ロ
ア
ー
場
長
が
四
月
二
十

一
日
来
町
し
ま
し
た
。

両
氏
は
日
本
の
人
工
ふ
化
技
術
を
学

ぶ
こ
と
と
、
日
本
文
化
に
触
れ
る
こ
と

を
目
的
に
来
町
し
た
も
の
で
、

周
辺
地

域
の
ふ
化
場
の
視
察
や
同
科
学
館
で
の

研
修
を
五
月
六
日
ま
で
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、

町
や
同
科
学
館
職
員
、

メ
イ

プ
ル
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
が
出
席

し
て
両
氏
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
も
行
わ
れ
、

互
い
に
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

研
修
を
終
え
た
デ
ィ
ク
ソ
ン

氏
は

「
心
を
開
い
て
す
ば
ら
し

い
も
て
な
し
を
し
て
も
ら

っ
た

こ
と
に
感
謝
す
る
。

カ
ナ
ダ
と

標
津
の
人
々
の
交
流
が
続
く
こ

と
を
願

っ
て
い
る
」
と
、

ブ

ロ

ア
ー
氏
は

「
サ
ー
モ
ン
科
学
館

は
予
想
以
上
の
施
設
で
、

今
後

の
発
展
を
願

っ
て
い
る
。

ま
た
、

多
く
の
勉
強
や
経
験
が
で
き
た
。

皆
さ
ん
に
感
謝
す
る
」
と
そ
れ

ぞ
れ
感
謝
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

両
氏
は
五
月
七
日
に
空
路
札

幌

へ
向
か
い
、

札
幌
で
各
施
設

を
見
学
し
、

十

一
日
に
帰
国
の

途
に
つ
き
ま
し
た
“

BOo母 0

姉妹館交流深める
―サーモン科学館―

カナダのふ化場長ら

力玉デの簡恭欝贈
～カナデ ィアン航空～

卜
稚
魚
の
放
流
を
体
験
す
る
子
供
た
ち

四

月

二

十

二

日
、

カ
ナ
デ
ィ
ア

ン
航

空

か

ら

町

に
、

カ
ナ
ダ
の
国

の
木

「
サ
ト
ウ
カ

エ
デ
」
の
苗
木
百

本
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
中
の
五
月
二
日
、

四

日
の
二
日
間
、

サ
ー
モ

ン
科
学
館
で
は
、

サ
ー

モ
ン
パ
ー
ク
内
の
小
川

で
同
科
学
館
で
ふ
化
さ

せ
た
シ
ロ
ザ
ケ
の
稚
魚

の
体
験
放
流
を
行

い
、

同
科
学
館
を
訪
れ
た
家

族
連
れ
な
ど
に
人
気
を

集
め
ま
し
た
。

サ
ケ
の
稚
魚
の
放
流

は
、

生
き
も
の
と
し
て

遠
藤
雅
博
会
長
）
が
仲
介
し
、

交
流
の

記
念
に
と
同
航
空
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の

で
す
。

こ
の
日
、

サ
ー
モ
ン
科
学
館
前
で
贈

呈
式
が
行
わ
れ
、

青
田
雅
史
同
航
空
課

長
と
代
理
店
の
三
ツ
輪
航
空
サ
ー
ビ
ス

の
佐
々
木
武
常
務
か
ら
、

山
口
助
役
と

原
田
同
科
学
館
長
に
苗
本
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

贈
ら
れ
た
苗
木
は
ま
だ
小
さ
い
た
め
、

同
ク
ラ
ブ
会
員
が
育
て
た
あ
と
、

町
内

の
街
路
や
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
内
に
植
え

ら
れ
ま
す
。

の
サ
ケ
に
つ
い
て
、

子
供
た
ち
に
認
識

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

毎
年
五
月
五

日
に
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
よ

り
多
く
の
人
に
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、

五
月
二
日
か
ら
五
日
ま
で
の
三
日
間
に

延
長

（今
回
は
五
日
が
悪
天
候
の
た
め

中
止
）
し
ま
し
た
。

稚
魚
は
、

同
科
学
館
で
今
年
二
月
か

ら
三
月
に
か
け
て
ふ
化
し
た
稚
魚
で
、

約

一
万
匹
用
意
し
、

二
日
間
で
九
百
八

十
七
人
が
訪
れ
、　

一
匹
か
ら
三
匹
入

っ

た
コ
ッ
プ
を
職
員
か
ら
受
け
取
り
、

無

事
な
成
長
を
祈
り
な
が
ら
放
流
し
ま
し

わた
。

▲山□助役と原日館長にカエデの苗木を手渡す嵩田同航空課長ら

プ 交 す る 間 は
ル 流 る 町 し

｀
こ

:身脅骨;督脅

サ
ケ
稚
魚
体
験
放
一
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幼
児
に
対
し
火
遊
び
の
防
止
や
消
防

の
仕
事
に
対
す
る
理
解
を
深
め
さ
せ
、

幼
児
の
こ
ろ
か
ら
防
火
意
識
を
植
え

つ

け
る
こ
と
を
目
的
に
、

幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
が
標
津
幼
稚
園

全
呈
戸
俊
雄
園
長
）
に

こ
の
ほ
ど
誕
生
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
員
は
同
幼
稚
園
児
五
十
五
人

全
員
で
、

根
室
北
部
消
防
組
合
管
内
で

は
中
標
津
、

別
海
に
次
い
で
三
番
目
。

四
月
二
十
六
日
、

同
幼
稚
園
で
の
発

会
式
に
は
、

町
教
育
委
員
会
や
消
防
な

ど
の
関
係
者
が
出
席
、

大
内
慶
治
消
防

長
か
ら
火
の
用
心
の
は
っ
ぴ
が
贈
ら
れ
、

団
員
と
な

っ
た
園
児
全
員
で

「お
父
さ

ん
、

お
母
さ
ん
た
ち
の
言
い
つ
け
を
守

り
、

絶
対
火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
」
と
元

気
よ
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

同
消
防
ク
ラ
ブ
は
、

今
後
、

町
内
で

の
防
火
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
や
秋
の
火
災

予
防
運
動
な
ど
に
も
参
加
し
て
、

町
民

に
火
の
用
心
を
訴
え
る
な
ど
の
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

火
遊
び
し
ま
せ
ん
Ｈ

レ
発
会
式
で
、

は
つ
び
姿
の
元
気
な
同
ク
ラ
ブ
員

`Oo母 0

轟,ノ発足

回□□園

― LESSON 2-

ズ ドラースヴィチェ (こんにちは) !

今回はロシア人訪問団来町の時に使えそうな言葉

を選んでみました。

はじめまして蘇撚 をF~ト
ナ

ようこそ  告五
ブフ パジ孟ご力`下チ

ジ

「スポーツ大好きなんです」
>B召和49年 美幌町生まれ。①型、おひつじ座。

》中標津高校卒業後、昨年4月 に同」Aに 。

レ仕事は購買部資材課で、主に経理事務や電話の応対役。

♭高校ではバスケットボール部のキャプテンとして活躍。

「スポーツは大好きなんです。今は週に一度、プヽレーボールやバトミ

ントンで汗を流しています」「これからも仕事にスポーツに、わヽんば

ります」と、明るく、さわやかな笑顔を見せてくれました。

どうぞ

はい  慾
いいえ

ノマジャールスタ
IIoxaJIwoTa・

ニェット

H e T .

ありがとう スパシ~バ

伊藤 トモ子さん (20)
」A標 津勤務



窃認露控:春季町民卓球大会

轟繋筆覇町民ソフトバレーボール大会
(総合体育館)

漁協組合長杯
グランド開き野球大会

(町営球場)

系言慕:謹韮ン
ぱ曜キ

ザに対1烈1藤:諦―ツー

(川北公民館)

経拙:野i町赤胴争奪少年剣道大会

「メーン」と気合いも鋭く

(鳩ケ丘体育館)
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犬
″

渡 辺 キ セ さん (87)

輪ケ鶉i髄 鍮:区
開

『大
五
十
三
年
十
九
の
春
よ

も
は
や
早
い
も
ん
で

七
十
年
経

っ
た
の

し
べ
つ
山
茶
に
根
が
お
り
た
』

町
内
の
茶
志
骨
地
区
が
、
こ
の
た
び
、

開
基
七
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
地
区
の
草
分
け
の
人
が
渡
辺
キ

セ
さ
ん
。

明
治
三
十
九
年
に
青
森
県
で

生
ま
れ
、

十
七
歳
で
ご
主
人
の
故
義
蔵

さ
ん
と
結
婚
。

十
九
才
の
時
、

同
地
区

に
二
人
で
入
植
し
ま
し
た
。

「だ
れ
か
ら
聞
い
た
か
忘
れ
た
が
、

土

地
を
十
町
歩
く
れ
る
か
ら
、

農
業
を
や

り
に
北
海
道
に
来
な
い
か
」
と
言
わ
れ

青
森
か
ら
出
て
き
た
渡
辺
さ
ん
夫
婦
。

「当
時
の
茶
志
骨
は
本
当
に
何
も
な
く
、

見
渡
す
限
り

一
面
原
野
で
、

大
変
な
と

こ
ろ
に
来
て
し
ま

っ
た
」
と
当
時
を
振

り
返
る
。

十
町
歩
の
土
地
を
も
ら

っ
た
ま
で
は

良
か

っ
た
が
、

畑
を

つ
く
る
の
は
言
葉

で
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
大
変
だ

っ
た
と

い
う
。

大
木
を
次
々
と
伐

っ
て
は
馬
に
プ
ラ

ウ

（畑
を
耕
す
道
具
）
を
引

っ
張
ら
せ

る
。

馬
の
回
取
り

（誘
導
）
は
、

キ
セ

さ
ん
の
役
目
。

「馬
の
も
く
ひ
を
し

っ
か

り
も

っ
て
引

っ
張
る
の
は
大
変
だ

っ
た

よ
。

言
う
こ
と
を
聞
か
な
く
て
、

す
ぐ

違
う
場
所
に
行

っ
て
し
ま
う
ん
だ
も
の
」

と
苦
労
し
た
昔
を
思
い
出
す
。

と
に
か
く
二
人
で
働
い
た
。　

一
日
に

食
事
を
五
回
も
と

っ
た
時
も
あ

っ
た
。

「自
分
の
旦
那
を
褒
め
る
訳
で
な
い
が
と

に
か
く
働
き
者
だ

っ
た
よ
。

人
の
倍
稼

い
だ
人
だ

っ
た
。

私
は
小
さ
い
時
か
ら

体
が
丈
夫
で
な
か

っ
た
の
で
、

あ
ま
り

無
理
が
で
き
な
か

っ
た
ん
で
す
。
う
ち

の
人
に

『お
ま
え
は
何
に
も
な
ら
な
い
』

と
よ
く
怒
ら
れ
た
も
の
だ

っ
た
」
◇

今
か
ら
思
う
と
七
十
年
は
、

あ

っ
と

い
う
間
だ

っ
た
と
い
う
。

「早
い
も
ん
だ

ね
。
も
う
こ
ん
な
に
な

っ
た
の
か
」
。

そ

臀鴇欝
|▲開拓 70周 年を記念して建てられた 「開拓の碑」を囲んで記念撮影する茶志骨 |

1 地 区の皆さん  =5月 1日 =                     |

こ
で
キ
セ
さ
ん
が
作

っ
た
唄
が
あ

る
と
い
う
の
で
、

聞
か
せ
て
も
ら

っ

あた
。「

ハ
ァ
～

大
正
十
三
年
十
九
の

春
よ
～

も
は
や
早
い
も
ん
で
七

十
年
経

っ
た
の
～

し
べ
つ
山
茶

に
根
が
お
り
た
～

ア
ラ
、

キ
タ
コ

ラ
サ

ッ
サ
、
ド

ッ
コ
イ
サ
ッ
サ
」
。

最
後
に
し
べ
つ
に
来
て
良
か

っ

た
か
い
と
尋
ね
る
と

「ま
あ
、

良
か

っ
た
べ
な
一
内
地
に
い
れ
ば
、
こ
ん

な
広
い
土
地
は
当
ら
な
か

っ
た
も

ん
な
」
「財
産
は
こ
の
苦
労
し
た
土

地
だ
け
だ
よ
」
と
笑

っ
て
話
す
キ
セ

さ
ん
。

「
今

の
若
い
人
達
は
幸
せ
だ
な
。

ち
ゃ
ん
と
し
た
畑
を
親
か
ら
も
ら

っ
て
」
。
こ
の
言
葉
に
は
、

当
時
の

人
並
み
知
れ
ぬ
開
拓
魂
が
キ
セ
さ

ん
の
胸
の
奥
に
今
も
深
く
眠
り
続

３

け
て
い
る
。
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吉日停恵つさんちの
み の  り

蒙書堅1ちやん
(H5。6.11生 )

伊 茶 仁の

“Oo母 0

☆生まれた時の身長 ・体重は

身長/44.6cm

休重/2,2029

☆今ではこんなに大きく

なりました。

身長/70。 Ocm

休重/7.5k9

お母さんからひと言

「予定日より 1カ 月も早く生まれま

した実里は、」ヽさくてとても心配でし

た。

今は元気で順調に育つているので

お母さんも一安心。何よりも健康が
一番。素直でやさしい子に育つてほ

しいですね。」

六
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の

一
週
間

は

「歯
の
衛
生
週
間
」
で
す
。

こ
の
週
間
は
昭
和
三
十
三
年
か
ら
始

ま
り
、

今
年
で
三
十
六
回
目
と
な
り
ま

し
た
。

今
年
の
標
語
は
昨
年
と
同
じ
く
、

「長

生
き
は
丈
夫
な
歯
か
ら
歯
ぐ
き
か
ら
」

で
す
。

平
均
寿
命
が
八
十
歳
と
な

っ
た
今
日
、

二
十
本
の
健
康
な
歯
が
残

っ
て
い
れ
ば

噛
む
こ
と
に
支
障
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
、

平
成
六
年
よ
り

「
８
０
２
０

（
ハ

チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）
運
動
」
が
提
言
さ

れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
現
代
の
日
本
人
は
五
十
歳

で
二
十
本
、

六
十
歳
で
十
六
本
、

七
十

歳
で
八
本
、

八
十
歳
で
四
本
と
い
う
の

が
現
状
で
す
。

八
十
歳
で
二
十
本
以
上
残
す
た
め
に

は
、

そ
の
年
齢
が
近
く
な

っ
て
か
ら
歯

み
が
き
や
食
生
活
に
気
を

つ
〓
〕

の
で

は
な
く
て
、

小
さ
い
頃
か
ら
の
歯
み
が

き
の
習
慣
や
正
し
い
食
生
活
を
身
に
つ

け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

好
き
な

も
の
だ
け
好
き
な
時
に
食
べ
て
は
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
も
偏
り
、

歯
に
も
良
く
あ

り
ま
せ
ん
。

野
菜
は
噛
む
こ
と
に
よ

っ
て
、

歯
を

き
れ
い
に
し
て
く
れ
ま

す
。

魚
や
牛
乳
は
カ
ル

シ
ウ
ム
に
よ
っ
て
歯
を

強
く
し
て
く
れ
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け

で

「
８
０
２
０
」
の
達

成
は
可
能
で
す
。

お
回
の
中
の
病
気
は

ど
う
し
て
も
軽
視
さ
れ

が
ち
で
す
が
、

悪
化
す

る
と
全
身
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

「
治
療

す
る
」
こ
と
も
も
ち
ろ

ん
大
切
で
す
が
、

「予
防

す
る
」
と
い
う
こ
と
は
も

っ
と
大
切
で

す
。歯

の
衛
生
週
間
に
歯
科
医
院
で
検
診

を
受
け
て
み
る
の
は
ど
う
で
し

ょ
う

か
？
。

検
診
を
受
け
た
時
に
正
し
い
歯

み
が
き
の
仕
方
を
習

っ
て
み
る
の
も
良

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

役
場
に
歯
ブ
ラ
シ
持
参
で
来
て
い
た

だ
け
れ
ば
私
が
親
切
、

て
い
ね
い
に
ご

指
導
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

一
生
、

自
分
の
歯
で

健
康
を
噛
み

じ
め
よ
う
―

保健指導班の

回ほ2-2131

内線129・131・138

です。

今月の担当は 「中野歯科衛生士」です。

歯槽隈漏は、,bがけ次第で食い止められます。歯科

検診とともに、毎日以下のことに注意を。

食べたら磨<習 慣をつける

外出先や磨く場所がないと

きは、せめてうがしヽをする

定期的に歯医者さんで歯石

をとつてもらう

歯ぎしりの原因となるスト

レスをためない

パランスのとれた栄蓋をb

がけ、とくに歯妬をつくり

やすくする糖分をひかえる

歯と歯ぐきを鍛えるため、

よく幡んでゆつくり食べる

歯ぐきのマッサージなど

で、歯ぐきの皿行をよ<す

る
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■と き  6月 20日～10月31日・毎週金

曜日 ・18時 30分 ～20時

■ところ 標 津高校 視 聴覚教室

■内 容  英 語検定 3級 ・準 2級 合格を

目指す

■対 象  一 般成人

■参加料 無 料

■講 師  標 津高校英語科教諭

ヨンピュータ講座

■と き

柵田柵□鮒回ぐ
■内 容  湿 原の植生紹介、観察会

■対 象  一 般成人

■参加料 無 料 (要 野 外活動保険)

■講 師  金 澤教諭

※申込みは標津高校 (a2-2364・ 稗貫

教諭)へ 。期限は6月 15日 まで。

開講式は6月 20日 ・18時 30分 より、

同校多目的教室で行います。

町では昨年に引き続き平成六年度も、

ゴミの減量化を図るため 「生ゴミ処理容

器」の購入についての助成を行います。

購入希望の方は役場住民課、又は川北

公民館で助成金の申請を行い、購入助成

鞘筆鶴 鮒 騨盤欝綴勢

券の交付を受けて次の商店で購入願いま

す。

●取扱販売店

標津…金田一商事 。てつのや疋田商店

川北…合田商店 ・山本商店

●助成額 2,500円

●助成数量 50個 (1世帯 1個)

●販売価格 (予定)

中/5,800円 ・大/9,900円

なお、詳しくは役場住民課 (a内 線

130番 )ま で。

おはなしの会 「スイミー」では、子供

たちに絵本の読み聞かせをしていますミン

お母さん、お父さん、お友達と遊びに

来てください。お待ちしています。

■と き

〔幼児、小学生対象〕毎週土曜日。14時～

〔乳幼児対象〕第 3木 曜日・10時30分～

Eと ころ 中 央公民館図書室 絵 本コー

ナー

※お問い合わせ先は同事務局の渡部

(a2-2180)ま で。

■ところ

■内 容

■対 象

■参加料

月日同上・毎週月曜日・19時～

20]寺30すか

同校物理地学教室

BASIC.LOTUSl-2-3.

DATA.BASE

一般成人、高校生 (24人まで)

テキス ト・フロッピーディス

ク代

■講 師 藤 田 ・三井 ・是永教諭

ポー川湿原の四季

■と き  月 日同上 ・第3水曜日・19時

～201寺30分

■ところ 同 校視聴覚室

″ゴ
ミ
の
減
量
化
に

ご
協
力
を
″

お誕生おめでとう

お な ま え 住  所 保 護 者

岡部 優稀ちやん 若 車 町 岡 部 雅 治

堀越 麻 希ちやん 若 車 町 堀 越 芳 三

渡部 公 喜くん 伊 茶 仁 渡 部 秀 人

椎久 直 人くん 望ケ丘町 椎 久 弘 隆

人日のうごき
(平成6年5月1日現在)

()は 前月比

世帯数 2,316世 帯 (+32)

人 □ 6,854人 (+44)

男  3 , 3 1 9 人 ( + 1 8 )

女  3,535人  (+26)

町内の交通事故

5月
( )は累計

人勇事故  O件 (0件 )

負 傷 者  O人 (10人)

死 亡 者  ○ 人 (2人 )

物損事故  7件 (71件)

死亡事故ゼロの国

9 4日 6カ5現D

寄付あ醒翻i艶i爵
輯げ岬ましたと

●町社会福祉協議会に一一梅田龍英さん

久保安晴さん ・四戸タケさん (香典返

しをやめて)         |

聖友標津支所 ・谷内基さん (活動資金

として)           ｀

●中央公民館図書室に一―菊地博男さん

(図書)

●はまなす苑に一―片岡恭子さん 。佐藤

強さん ・韮澤喜代司さん 。吉田智さん

(共同でカラーテレビ)、働和光 (ティ

ッシュペーパー)       |

おくやみ申し上げます

氏 名 住  所 年   齢

大 谷 ウ メ さ ん 桜 木 町 80歳

鈴 木  進 さ ん 望ケ丘町 74歳

久 保 静 江 さ ん 寿  町 83歳

我 妻 武 志 さ ん 弥 栄 町 6 1 歳

四 戸 豊 彦 さ ん 東 浜 町 65歳

久 保 安 晴 さ ん 寿  町 84歳



革革楽荘:まヽ,

①焼却炉以外でゴミ焼きを行う場合は、

「火災と紛らわしい煙などを発する恐

れのある行為」としてその旨を消防署

長に届けなければなりません。

②風が強い日や異常乾燥注意報が発令さ

れている時には、届出をしていても、

火入れを延期するなどの措置をとって

ください。

③多量のゴミを焼却しなければならない

場合には、容易に消火できるだけの人
~負 を確保のうえ、日時を分けて行うな

どの措置をとってください。

④焼却炉については、基準に適合された

ものを使用してください。

※以上の事に留意され、町民一人ひと

りが火災予防を心がけ火災のない町に

しましょう1。

天皇杯野球大会町内予選会

21日 (火)く標津〉

〔9時 30分～10時 30分 /農 改セン

ター〕

※午前の部 10・13カ月児、午後の

部 4・7カ月児対象

23日 (本)〈サ|1北〉

〔13時30分～14時30分/サIHヒ公民

館〕

※4・7・10・13カ月児対象

■乳児健診

27日 (月)

〔13時～13時30分/役 場2F会議室〕

El歳 6カ月児健診

28日 (火)

〔9時～10時/役 場2F会 議室〕

■3歳児健診

29日 (水)

〔13時～14時/役 場2F会議室〕

■歯ピカ教室

13日 (月)・14日 (火)

〔9時 30分 ～10時 30分 ・13時 30分

～14時 30分 /農 改センター〕

■離乳食教室

17日 (金)

〔13時30分～/農 改センター〕

■糖尿病健康相談 (予約制)

22日 (水)

〔10時～16時/役 場相談室〕

■一般健康相談

6日 (月)

〔13時30分～15時/茶志骨パイロッ

ト会館〕

23日 (木)

〔10時 ～11時 30分 /川 北公民館〕

24日  (金)

〔13時 ～16時 /役 場相談室〕

※お問い合わせ ・ご相談は役場福祉保

健課 (a内 線 129・ 131・ 138)ま で、

お気軽にどうぞ。

※農改センター…農村環境改善センターの時

鵠撤群辞軒千

( 6 月分〉

囲帥

ら12日 (9時～町営球場ほか)

レ>14・ 16・21・23・ 28・ 30日  (198寺

～町屋内プール)

高松宮杯 2部 野球大会町内予選会

ら19日 (9時～町営球場)

く野球 ・バレーボール・卓球〉

レ23日 (8時30分～総合体育館)

町民 300歳 ソフトボール大会

ら26日 (8時 30分 ～町営球場ほか)

全道少年野球支部大会

―標津消防署―

曜 日
一般廃棄物収集区域

(祭日は休みです)(有  料 )

不燃物収集日

〈無  料 )

月・木
新サ|1上町 ・若車町 ・サ|1上町 ・来町 ・

緑町 ・弥栄町 ・曙町

6月 9日 ・6月23日

7月 7日   (木 )

文・金
本町・鳩ケ丘町・双葉町・望ケ丘町・

桜木町・住首町・東浜町

6月10日・6月24日

7月8日  (金 )

水 ・土
川北市衛・伊茶仁・忠類・浜古多糠・

薫別 ・崎無異 ・古多糠

6月 8日 ・6月22日

7月 6日  (水 )

★ごみは指定された日に指定された場所へきちんと出しましょう。
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》26日 (9時～町営球場)



6:窮妻護襲菫華:当革計をミ
r覇窮麗:誘i轟1議菊熟慈茅,

限 (誕生日)が 平成6年 6月 10日以

降の方からとなります。

2.こ の情報は、運転免許証に記載さ

れている住所に送られます。住所の

変更手続きは、必ず してください。

日講習の区分と更新 ・講習手数料‖よ一。

講習及び手数料は、次のように区分

されます。

①優良運転者………………2,900円

欄(墨警吾動描
乳
鴨酌

②一般運転者……………3,900円

内訳(墨警吾談粘そ,88酌
<注 意>

1.更 新申請の際、更新手数料と講習

手数料は同時に納めることになりま

す。

2.こ の講習手数料を納めた方だけが

更新時講習を受講することができま

す。

※詳 しくは最寄りの警察又は、役場

住民課 (容内線 128)ま で。

ヤこ
“
第33回 かんぽ作文コンクール

"の
作

品を募集 してます。

応募資格は小学生5,6年 及び中学生で

「簡易保険に関係があるもの」と 「家族っ

て何だろう」の課題 2点 と 「日頃考えて

いること」「思っていること」「感動 した

こと」などの自由題のいずれかを選んで

応募 してください。

また第 27回 手紙コンクールの作品も

併せて募集 しています。小中学生を対象

に作品のテーマは自由。応募期間はいず

れも6月 30日 までです。      ―

※詳 しくは、お近 くの郵便局でお尋ね

ください。

3歳 未満の児童を養育 している人で収

入が一定の額未満の場合に児童手当が支

給されます。

この児童手当をはじめて受けようとす

る場合は児童手当認定請求を、すでに請

求 している人は現況届を提出しなければ

なりません。

受給資格があっても届出がないと受給

できなくなる場合がありますので、お早

めに提出して ください (役場関係 ・学校

関係 ・営林署 ・自衛隊などに勤務されて

いる方は届出の必要がありませんが、各

事業所で行ってください)。

なお、手続きには印鑑と健康保険証及

び金融機関 (郵便局を除く)の 回座が必

要ですので忘れずに持参 してください。

※詳 しくは役場福祉保健課 (a内 線

137番 )ま で。

道路交通法の改正 (平成6年 5月 10日

施行)に より、運転免許証の更新方法が

変 りました。

が届きます。

運転免許証の更新時期を迎える方に

対し、更新手続期限 (誕生日)の 40日

前ほどに 「運転免許更新情報Jが 送付

されます。

その内容は一―①更新手続きができ

る期間 ② 更新申請の優良区分 ・新有

効年数 ・講習区分 ③ 更新に必要な手

数料 ④ 更新手続きができる場所 ⑤

運転免許証番号 ⑥ 更新の受付時間

①更新手続きに必要なもの一―などが

記載されています。

<注 意>

1.こ の情報が届くのは、更新手続期
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斎蕊ミ彦2競築盟1報鞘楊発!構華

緑の季節となりました。山菜とり、魚

釣り、森林浴などで国有林に入林される

時は、次の事項を守っていただき、山火

事防止、高山植物の保護、林道の交通安

全にご協力ください。

1.「 たき火」や「マッチ、たばこの吸い殻

の投げ捨て」は、絶対にやめましょう。

2.高 山植物を保護し盗採は絶対やめす

しょう。            1｀ ―

3.林 道はカーブが多く、坂道、砂利道

です。スピー ドは出し過ぎないよう、

道路状態に合わせた安全運転に心がけ

ましょう。

4.落 石や、路肩に寄り過ぎないょう充

分注意し、車のすれ違いは、道路幅が

狭いので、必ず待避所で行いましょう。

5.通 行禁止など入林規制をしている林

道は危険ですので、絶対に入林はやめ

ましょう。

6.入 林する場合は、営林署又は森林事

務所に必ず入林届をしてから入林しま

しょう。

一標津営林署―

札幌国税局では税務職員を募集してい

ます。人事院が実施する国家公務員採用

皿種試験 (税務)に 合格した者の中から

採用されます。採用試験の概要は次のと

おりです。

●受験資格 昭 和49年4月 2日から昭和

52年 4月 1日までに生まれた方。

●受付期間 7月 1日から7月 8日まで

0第 一時試験 9月 11日 (教養試験 ・適

性試験及び作文)

※申込用紙の請求など詳しくは、根室

税務署 (a o1532 3 3261)まで。

野盛1揺韓襲臼韓整韓彗!遊:襲i華こ酵雄
総爵轄窯翠撃緊勢羅撃|

郵便局では次代を担う小中学生を対象



影
ガ
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昨封
ri 追

:さん
( | | 1 北寿 町)

葉がバショウに似ているのでこの名がつきました。

臼い部分は葉の変形で芭 (ほう)と しヽい、花びらではあ

りません。

川
北
中
学
校
を
卒
業
し
た
の
が
昭
和

四
十

一
年

（第
十
九
期
生
）
で
、

早
い

も
の
で
来
年
は
三
十
周
年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

三
十
年
目
の
ク
ラ
ス
会
は
、

ど
こ
か

温
泉
で
も
行

っ
て
盛
大
に
や
ろ
う
か
、

ま
た
そ
の
時
は
、

当
時
の
小
学
校
や
中

学
校
の
先
生
を
呼
ぼ
う
か
な
ど
と
、

話

題
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し

わた
。私

た
ち
の
同
級
生
は
、

男
子
で
は
長

男
が
割
り
と
多
い
た
め
か
、

川
北
在
住

者
も
多
く
、

何
事
か
あ
る
度
に
十
二
、

一二

人
の
同
級
生
は
す
ぐ
集
ま
る
こ
と
が
で

き
、

そ
の
た
め
か
、
し
ょ
っ
ち

ゅ
う
ク

ラ
ス
会

（？
）
を
や

っ
て
い
ま
す
。

特
に
ク
ラ
ス
会
を
や
ろ
う
と
集
ま
る

訳
で
は
な
い
の
で
す
が
、

四
、

五
人
で

酒
を
飲
ん
で
い
る
う
ち
に

「
あ
い
つ
を

呼
べ
」
「
こ
い
つ
も
呼
べ
」
と
電
話
す
る

こ
と
に
な
り
十
人
ほ
ど
集
ま
り
、

い
つ

も
の
ク
ラ
ス
会
が
始
ま
る
訳
で
、

た
ま

た
ま
会
う
人
か
ら
は
、

『君
た
ち
は
ま
た

ク
ラ
ス
会
を
や

っ
て
い
る
の
か
』
と
言

わ
れ
る
よ
う
な
始
末
で
す
。

何
事
も
こ
の
よ
う
な
訳
で
あ
る
か
ら
、

遠
く
の
町
に
住
ん
で
い
る
同
級
生
が
帰

っ
て
く
る
と
、

「待

っ
て
ま
し
た
」
と
ば

か
り
に
川
北
の
た

つ
み
食
堂
を
中
心
と

し
た
連
絡
網
に
よ
り
、

町
内
は
も
と
よ

り
中
標
津
方
面
ま
で
、

「だ
れ
だ
れ
が
来

た
か
ら
集
ま
れ
！
」
と
い
う
こ
と
で
ま

た
ク
ラ
ス
会
が
始
ま
る
訳
で
す
。

地
元
で
時
々
会

っ
て
い
る
人
た
ち
同

士
で
は
自
分
た
ち
が
あ
ま
り
変

っ
た
こ

と
に
気
付
か
な
い
が
、

何
年
ぶ
り
か
の

な

つ
か
し
い
同
級
生
の
顔
を
見
る
と
、

す

っ
か
り
四
十
過
ぎ
の

「
お
じ
さ
ん
」

「お
ば
さ
ん
」
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
感
じ
さ
せ
る
よ

う
な
風
貌
に
な

っ
て
い
る
が
、

や
は
り

ど
こ
か
に
子
供
の
頃
の
面
影
が
残

っ
て

い
ま
す
。

会
話
も
始
め
の
う
ち
は
仕
事

や
子
供
の
話
な
ど
で
す
が
、

酒
が
す
す

む
に
つ
れ
、

小
中
学
校
時
代
の
い
た
ず

ら
や
、

先
生
を
困
ら
せ
た
り
、

怒
ら
れ

た
話
題
は
、

三
十
年
の
歳
月
を

一
挙
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
さ
せ
、　

一
同
大
い
に

盛
り
上
が
る
訳
で
あ
り
ま
す
。

ウ

〔サ
ト
イ
モ
科
〕

ヘ
ビ
ノ
マ
ク
ラ
）

ミ
ズ
バ
シ
ョ

（別
名

ポ
ー
川
史
跡
自
然
公
園
内
で
撮
影
　
＝
５
月
１５
日
＝

遠
方
か
ら
来
た
同
級
生
や
先
生
方
に

特
別
な
歓
迎
を
す
る
訳
で
も
な
く
、

た

だ

一
緒
に
酒
を
飲
み
騒
い
で
い
る
だ
け

で
す
が
、
こ
れ
が
結
構
喜
ば
れ
て
い
る

よ
う
で
、

後
か
ら
お
礼
の
電
話
が
入
る

ほ
ど
で
す
。

生
ま
れ
育

っ
た
川
北
と
、

い
つ
で
も

温
か
く
迎
え
て
く
れ
る
同
級
生
の
い
る

標
津
の
こ
と
を
、

い
つ
ま
で
も
忘
れ
る

こ
と
な
く
元
気
で
暮
ら
す
よ
う
に
と
思

い
な
が
ら
、

遠
方
の
同
級
生
ら
に
こ
の

次
に
来
た
時
も

「ぜ
ひ
連
絡
を
く
れ
、

ま

た

一
緒
に
酒
を
飲
も
う
」
と
、

再
会
を

約
束
す
る
の
で
す
。

＊
次
の

「ま
ち
の
声
」
は
、

井
南
さ

ん
が
選
れ
従
新
川
上
町
の
佐
藤
純
子
さ

ん
です
じ

配
§
回
節

▽
五
月
号
を
発
行
し
て
か
ら
、

い

ろ
ん
な
方
に

「広
報
良
く
な

っ
た

ね
」
「
お
も
し
ろ
く
な

っ
た
」
な

ど
、

お
世
辞
も
あ
る
と
思
う
が
正

直
一言
っ
て
う
れ
し
か

っ
た
。

▽
内
容
的
に
は
、

ま
だ
ま
だ
。
と

に
か
く
、

広
報
紙
を

つ
く
る
に
当

っ
て
は
、

お
知
ら
せ
記
事
ば
か
り

な
ん
て
つ
ま
ん
な
い
。

何
か
町
民

が
興
味
の
あ
る
記
事
を
と
、

思

っ

て
い
る
。

▽
し
か
し
、

時
間
と
の
戦
い
が
始

ま
る
。

「時
間
よ
止
ま
れ
！
」
と
叫

ぶ
が
、

止
ま

っ
て
く
れ
な
い
。
こ

れ
が
現
実
の
厳
し
さ
な
の
か
。

（
ひ

）
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